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Information

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
７
月
20
日
（
土
）

　

〜
21
日
（
日
）

●
時
間
＝
10
時
〜
16
時

問
鹿
屋
小
学
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

４
１
５
８

第
４
回
里
帰
り 

う
た
の
リ

サ
イ
タ
ル 

　

四
元
真
弓
さ
ん
な
ど
に
よ
る
、

里
帰
り
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま

す
。  

●
期
日
＝
７
月
13
日
（
土
）

●
開
演
＝
14
時
～

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３

階
ホ
ー
ル

●
曲
目
＝
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ

ア
リ
ア
、
黒
人
霊
歌　

な
ど

●
入
場
料
＝
無
料

問
事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
９
３
１

消
費
者
被
害
・
高
齢
者
虐

待
防
止
啓
発
学
習
会

●
日
時
＝
７
月
17
日
（
水
）

　

14
時
～
16
時

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３

　

階
ホ
ー
ル

●�

内
容
＝
消
費
者
被
害
・
高
齢
者

虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
・
対
応
に
つ
な
げ
る
学
習

※�

参
加
料
や
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

問
市
東
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

３
７
５
１

第
９
回
か
の
や
ば
ら
園
わ
く

わ
く
市

「
浜
田
ブ
リ
ト
ニ
ー
＆
お
ど
る
Ｊ

Ｏ
Ｕ
」

●
日
時
＝
７
月
14
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時

※
か
の
や
ば
ら
園
無
料
開
放
日

●
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

●
内
容

○
漫
画
家
浜
田
ブ
リ
ト
ニ
ー
さ
ん

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
マ

ン
ガ
似
顔
絵
教
室

※
マ
ン
ガ
似
顔
絵
教
室
は
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
ダ
ン
ス
作
家「
お
ど
る
Ｊ
Ｏ
Ｕ
」

さ
ん
と
一
緒
に
、
お
面
作
り

＆
バ
ラ
色
体
験

○
ニ
ッ
コ
リ
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

○
ひ
ょ
っ
と
こ
お
ど
り

○
地
元
の
味
自
慢
コ
ー
ナ
ー

問
ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集

　

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域

の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
う
「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
参
加
費
＝
９
０
，
０
０
０
円

●
実
施
地
域

○
広
域
地
域
＝
旧
満
州
、
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ア
ッ
ツ
島
、

旧
ソ
連
、
中
国
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ベ
ト
ナ
ム
、
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
イ
ン
ド

○
特
定
地
域
＝
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト

諸
島

問
日
本
遺
族
会

　

☎
０
３ｰ

３
２
６
１ｰ

５
５
２
１

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
の
対
応

　

国
は
、
現
在
中
学
一
年
生
か
ら

高
校
一
年
生
に
あ
た
る
対
象
者
に

接
種
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
接
種
後
に

因
果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続

的
な
痛
み
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

皆
さ
ん
に
適
切
な
情
報
提
供
が
で

き
る
ま
で
の
間
、
定
期
接
種
を
積

極
的
に
勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
と

し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
接
種
を
希
望
す
る

人
は
、
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
理
解

し
た
う
え
で
、
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
接
種
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
額
公
費
負
担

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
」
の
更
新
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
低
所

得
者
が
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
居

住
費
及
び
食
費
の
減
額
（
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

幸
福
な
ま
ち
づ
く
り
考
in

か
の
や

　

歳
を
と
っ
て
も
最
後
ま
で
自
分

が
望
む
と
こ
ろ
で
心
豊
か
に
暮
ら

し
た
い
…
…
。

　

そ
ん
な
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
、
仕
組
み
づ
く
り
を
考

え
る
「
幸
福
な
ま
ち
づ
く
り
考
in

か
の
や
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
20
日
（
土
）

　

13
時
～

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３

　

階
ホ
ー
ル

●
内
容

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

演
題
＝
〜
た
め
さ
れ
る
地
域
力

～
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
め

ざ
し
て

　

出
演
＝
村
田 

幸
子 

氏
（
福
祉

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
委
員
）、
嶋
田 

芳
博 

氏

（
鹿
屋
市
長
）、原
田 

努 

氏
（
鹿

屋
在
宅
支
援
診
療
所
医
師
）、

永
田 

淳
子 

氏
（
鹿
屋
市
民
生

委
員
）

○
映
画
上
映

　

タ
イ
ト
ル
＝
幸
せ
な
時
間

●
定
員
＝
４
０
０
人

●
入
場
料
＝
無
料

問�

市
福
祉
政
策
課（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

　

引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

希
望
す
る
人
は
、
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
＝
市
民
税
非
課
税
世
帯

　

者
●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
＝
介
護

　

老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保

　

健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施

　

設
・
短
期
入
所
生
活
介
護
・
短

　

期
入
所
療
養
介
護
の
居
住
費
及

　

び
食
費

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人

　

ホ
ー
ム
の
居
住
費
及
び
食
費
、

　

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
デ
イ
ケ
ア
）
の
食
費
は
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
介
護
保

　

険
被
保
険
者
証
、
印
鑑

●
更
新
期
限
＝
７
月
31
日
（
水
）

問
市
高
齢
福
祉
課

　
（
１
階
⑧
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ
１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

送
り
つ
け
商
法
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

注
文
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
突
然
知
ら
な
い
業
者
か
ら
、

「
以
前
注
文
を
受
け
た
商
品
（
健

康
食
品
や
海
産
物
な
ど
）
を
今
か

ら
送
り
ま
す
」
と
言
う
不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は

電
話
の
後
に
代
金
引
換
で
商
品
が

送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

注
文
し
て
い
な
け
れ
ば
「
申
し

込
ん
で
い
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、

安
易
に
商
品
を
受
け
取
っ
た
り
、

お
金
を
支
払
っ
た
り
せ
ず
、
発
送

元
を
メ
モ
し
て
家
族
に
も
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
業
者
は
、
最
初
は

紳
士
的
な
言
葉
を
使
っ
て
近
づ
い

て
き
ま
す
が
、「
頼
ん
で
い
な
い
」

と
言
う
と
乱
暴
な
言
葉
に
な
り

「
録
音
が
あ
る
」「
裁
判
に
す
る
」

な
ど
と
、
脅
し
て
く
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　

不
審
に
感
じ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

早
め
の
相
談
が
よ
り
良
い
解
決
に

つ
な
が
り
ま
す
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
９

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は

「
伐
採
届
」
を
お
忘
れ
な
く

　

保
安
林
を
除
く
森
林
を
伐
採
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
伐

採
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
出
制
度
は
、
森
林
資
源

の
状
況
を
把
握
し
、
ま
た
、
森
林

の
伐
採
と
、
そ
の
後
の
造
林
施
業

が
市
の
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い

て
適
正
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て

い
る
森
林
を
伐
採
す
る
場
合
は
、

事
前
に
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
伐
採
届
の
留
意
事
項

○
森
林
施
業
の
た
め
で
も
、主
伐
・

　

間
伐
を
問
わ
ず
、
届
出
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

○
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
30
日
か

　

ら
90
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
無
届
伐
採
は
、
行
政
指
導
や
罰

　

則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
市
畜
産
林
務
課
（
２
階
）　

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
８

鹿
屋
小
学
校
北
校
舎
を
見

に
来
ま
せ
ん
か
！

　

鹿
屋
小
学
校
北
校
舎
が
増
改

築
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
創
立

１
４
５
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
現
在
の
校
舎
を
開
放
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
昔
の
写
真
や
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
北
校
舎
の
絵
も
展

示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し

市では、中小企業基盤整備機構等が行う研修に参加する場合の受講料の一部を助成します。

「強い産業づくり研修助成制度」をご利用ください

問市産業支援センター　☎ 0994-40-7890

●対象者
　市内に居住又は事業所を有する、次のいずれかに

該当する人
　○第一次産業の担い手及び新たに起業をはかる人
　○中小企業の経営者及び従業員
　○従業員等を研修に派遣する中小企業

実　施　日 研　 　修　　 名 受講料
7/17（水）・ 18（木）   事例に学ぶ企業飛躍の情報化策≪ IT 活用による経営課題解決シリーズ≫ 21,000 円
7/24（水）～ 26（金） 商談力・交渉力向上講座 27,000 円
7/29（月）・ 30（火） 農産品等加工・販売業の経営力向上講座 21,000 円
9/19（木）・ 20（金） 儲かる仕組みの作り方≪ビジネスモデル改善の実際≫ 21,000 円
9/27（金）～ 29（日） 後継者のための社長学（１）～経営と戦略～ 27,000 円

10/22（火）～ 24（木） 製造コストのマネジメント 27,000 円
10/29（火）・ 30（水） 農産品等加工・販売業の営業・販売力向上講座 21,000 円

H26.2/25（火）・ 26（水） 売れる仕組みのつくり方《マーケティング実践法》 21,000 円

●場所　中小企業大学校人吉校（熊本県人吉市）
●対象経費及び助成金の額
　助成金は、受講料の２分の１以内とし、１研修に

つき上限額 10,000 円、中小企業については２人
までを限度とします。

※応募方法など詳しくは、お問い合わせください。

お
知
ら
せ

催　

し


